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発現と大動脈内膜中膜複合体厚 (IMT) を測定した。研究課題 2では、閉経後中高齢女性において、
①有酸素性運動能力と血漿 Klotho 濃度の関連を横断的に検討し、②12 週間の有酸素性運動トレー
ニングが血漿 Klotho濃度に及ぼす影響を検討した。研究課題 3では、閉経後中高齢女性において、
 -１
①血漿 Klotho 濃度と動脈伸展性の関連を横断的に検討し、②12 週間の有酸素性運動トレーニング
が血漿 Klotho濃度および動脈伸展性に及ぼす影響を縦断的に検討した。研究課題 4では、閉経後中
高齢女性において、①血漿 Klotho濃度と血管内皮機能および動脈内膜中膜複合体厚の関係を横断的
に検討し、②12 週間の有酸素性運動トレーニングが血漿 Klotho 濃度と血管内皮機能および頸動脈
IMTに及ぼす影響を縦断的に検討した。 
 (結果) 


























 平成 27年 1月 5 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
 よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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